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Appendix

CFOの出口です。

本日は決算説明会にご参加いただき、誠にありがとうございます。

2026年3月期決算の概要について、資料に沿ってご説明します。
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1. ハイライト
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26年度

見通し

25年度実績

 受注目標は国内を中心とした案件受注を見込み3,000億円

 純利益目標は現下の不透明要素を踏まえつつ、遂行状況を勘案し120億円

 ゴールデンパスLNG の損益改善効果等により、全ての利益において過去最高益を達成

 受注実績は2,980億円と期初予想2,500億円を上回って着地

 2026月6月、初回優先株式償還を実施予定

中東情勢
 遂行中案件への物理的被害はなし。安全確保を最優先に工事は再開・回復基調

 復旧需要などへも取り組み、エネルギー供給の早期安定化への貢献を目指す

まず、2ページ、「1．ハイライト」をご覧ください。

1点目は、当期「実績」についてです。
主に米国ゴールデンパスLNGプロジェクトの契約改定を受けた採算改善などにより、
すべての利益において過去最高益を達成しました。
また、受注実績は2,980億円となり、期初予想の2,500億円を上回りました。
そして、本日発表した適時開示の通り、本年6月には、
初回の優先株式償還及び未払配当金支払いを実施する予定です。

2点目は、「中東情勢」についてです。
詳細は後ほど太田より説明いたしますが、当社が中東にて遂行中の案件には物理的被害は
なく、安全を最優先に工事を再開しております。
今後は遂行中案件だけでなく、復旧需要にも取り組み、エネルギー供給の早期安定化への
貢献も目指してまいります。

3点目は、「26年度見通し」に関してです。
まず次年度の受注につきましては、3,000億円を目標とし、国内を中心に案件を積み上げ
ていきます。

純利益につきましては、
中東情勢をはじめとする不透明要素をふまえつつ、遂行案件の状況を勘案し、
期初予想値は120億円といたします。
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FY2024
実績

FY2025
実績

増減
FY2025

通期予想*2 達成率

 完成工事高 4,570 4,939 370 4,900 100.8%

 完成工事総利益 423 1,005 582 1,000 100.5%

完成工事総利益率 9.3% 20.4% ＋ 11.1 pt 20.4%

販売費・一般管理費 △ 179 △ 184 △ 5 △ 190 96.9%

 営業利益 244 821 577 810 101.4%

営業利益率 5.3% 16.6% ＋ 11.3 pt 16.5%

 経常利益 322 925 603 880 105.1%

 純利益*1 270 847 577 800 105.8%

 為替レート（円/米ドル） 150 160

　　完成工事総利益 内訳 分野  FY2024実績  FY2025実績
エネルギー 255 858
地球環境 168 147

合計 423 1,005

2. 損益計算書
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*1 親会社株主に帰属する純利益
*2 1月28日開示の予想値

(単位:億円)

1

1

続きまして3ページ、「2．損益計算書」をご覧ください。

当期の実績を表の濃い水色の列で、前年度比の増減を、その右列にお示ししています。
通期予想は、右端から数えて2列目、通期予想に対する進捗率をその右列にお示ししていま
す。

2026年3月期の完成工事高は4,939億円と、前年度に対して370 億円の増収となりま
した。これは、ゴールデンパスLNGの採算改善による効果および手持ち案件の順調な進捗に
よるものです。

利益に関しては、完成工事総利益は1,005億円、営業利益は821億円、
経常利益は925億円、純利益は847億円となり、すべての項目において
過去最高となりました。

なお、欄外に注釈をいれておりますが、完成工事総利益の分野別の内訳は、
エネルギー分野が858億円、地球環境分野が147億円となりました。
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2025年
3月末

2026年
3月末

増減
2025年
3月末

2026年
3月末

増減

 流動資産 4,373 4,889 516  流動負債 4,095 3,708 △ 388

現金・預金等 1,533 1,452 △ 81 営業負債 3,384 3,165 △ 219

営業資産 322 551 229 工事損失引当金 284 56 △ 228

JV持分資産 1,539 1,680 141  固定負債 260 272 11

 固定資産 238 249 12  純資産 255 1,159 904

 総資産 4,610 5,138 528  負債・純資産 4,610 5,138 528

 自己資本 237 1,139 902

 自己資本比率 5.1% 22.2% ＋ 17.0 pt

3. バランスシート
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(単位:億円)

※1

※2

※3

1

1 うち、551億円を1億1,040万株の未払配当金及び優先株式の償還に充当。2026年6月実施予定

*1 営業資産＝受取手形+電子記録債権+完成工事未収入金及び契約資産
＋未成工事支出金

*2 JV持分資産＝ジョイントベンチャーにおける当社持分に相当する現預金
*3 営業負債＝支払手形+電子記録債務+工事未払金＋契約負債

次に、バランスシートをご説明します。
4ページのスライドをご覧ください。

左の表の一番下、総資産は、前年度比528億円増加し、5,138億円となりました。

資産・負債の各項目の金額については、手持ち案件の進捗に伴う増減はありますが、
それ以外では大きな変動はありません。

また、右の表にて示しておりますとおり、
自己資本は、前年度末比で902億円増加し、1,139億円、
自己資本比率は22.2％となり、大幅な回復となりました。

なお、自己資本のうち551億円を、本年6月に実施予定である初回の優先株式償還に充
当します。この償還において、全優先株式のうち6割超が償還される予定です。
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４. 受注高・受注残高
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(単位:億円)

*CDMO: Contract Development and Manufacturing Organization(開発製造受託機関)

【分野別受注高・受注残高】

 エネルギー分野

 地球環境分野

 合計

【受注残高 主要案件】

 エネルギー分野

 地球環境分野

カタール NFE LNG 中東 石油・石油化学関係
 米国 ゴールデンパスLNG
 国内 LNG受入設備

一般化学設備
先端素材 生産設備
硫化リチウム大型製造装置
バイオ医薬品CDMO*開発
製造施設

固体電解質大型パイロット装置－－

－

2,980 6,131

1,000億円 以上 500億円 以上 100億円 以上 その他

FY2025 受注高 2026年3月末 受注残高

1,956 4,694

1,024 1,437

続きまして、5ページ「4．受注高・受注残高」をご覧ください。

受注高は2,980億円、通期予想2,500億円に対して約2割上回り、受注を達成しました。

受注残高の主要案件はスライド下部の表をご覧ください。
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５. 26年度業績予想

6
© Chiyoda Corporation 2026, All Rights Reserved. 

(単位:億円)

*1 親会社株主に帰属する純利益

FY2025
実績

FY2026
通期予想

増減

 完成工事高 4,939 3,400 △ 1,539

 完成工事総利益 1,005 295 △ 710

完成工事総利益率 20.4% 8.7% △ 11.7 pt

販売費・一般管理費 △ 184 △ 195 △ 11

 営業利益 821 100 △ 721

営業利益率 16.6% 2.9% △ 13.7 pt

 経常利益 925 140 △ 785

 純利益*1 847 120 △ 727

 受注高 2,980 3,000 20

 為替レート（円/米ドル） 160 155

最後に、26年度業績予想についてご説明します。
6ページのスライドをご覧ください。

各目標数値は本スライドに記載の通りになります。

26年度は、減益を見込んでおりますが、
これは、25年度における一過性要因の剥落(はくらく)や主要遂行中案件が終盤を迎えてい
ることが主な要因となります。

これに伴い、純利益につきましては120億円を見込んでおります。
26年度は、数値としては減益予想ではありますが、自己変革をテーマとする中期計画の達
成に向け、着実に取り組んでいきます。
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Appendix

7ページ以降はアペンディクスとして完成工事高・受注高・受注残高の内訳および業績推移
に関する資料を掲載しておりますので、ご覧ください。

以上で、決算概要の説明を終わります。
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完成工事高 内訳
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Appendix

地域別分野別

(単位:億円)
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60%
13%

13%

14%

エネルギー 3,623
　　LNG・その他ガス関係 2,965
　　石油・石油化学 658
地球環境 1,317
　　医薬・生化学・一般化学関係 640
　　環境・新エネルギー・インフラ・その他 676

合計 4,939

36%

27%

8%
0%

29%

　　中近東・アフリカ 1,772
　　北中南米 1,325
　　アジア・オセアニア 394
　　その他海外 20
　　日本 1,429

合計 4,939
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受注高 内訳
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(単位:億円)
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地域別分野別

エネルギー 1,956
　　LNG・その他ガス関係 413
　　石油・石油化学 1,543
地球環境 1,024
　　医薬・生化学・一般化学関係 131
　　環境・新エネルギー・インフラ・その他 894

合計 2,980

　　中近東・アフリカ 1,136
　　北中南米 239
　　アジア・オセアニア 66
　　その他海外 20
　　日本 1,520

合計 2,980

14%

52%

4%

30%
38%

8%2%
1%

51%

9



受注残高 内訳
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(単位:億円)
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地域別分野別

エネルギー 4,694
　　LNG・その他ガス関係 3,429
　　石油・石油化学 1,265
地球環境 1,437
　　医薬・生化学・一般化学関係 366
　　環境・新エネルギー・インフラ・その他 1,071

合計 6,131

　　中近東・アフリカ 3,541
　　北中南米 294
　　アジア・オセアニア 294
　　その他海外 11
　　日本 1,990

合計 6,131

56%
21%

6%

17%

58%

5%
5%

0%

32%
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主要財務データの推移
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Appendix

*1 FY2017、FY2018は完成工事総利益の事業分野別の内訳を作成しておりません
*2 親会社株主に帰属する純利益
*3 特別損失 ▲204億円含む（顧客との和解等によるプロジェクト関連損失）
*4 ゴールデンパスLNGプロジェクトに関連する追加費用▲370億円含む

(単位:億円)

FY2026
予想FY2025FY2024FY2023FY2022FY2021FY2020FY2019FY2018FY2017

3,4004,9394,5705,0604,3023,1113,1543,8593,4205,109完成工事高

－3,6232,8822,7522,7192,1622,3993,1262,5184,255エネルギー

－1,3171,6872,3081,582949755733902854地球環境

2951,005423△2*4327228201428△1,81186完成工事総利益*1

－858255△223209138155329－－エネルギー

－1471682221189046100－－地球環境

195184179148146122130160186209販管費

100821244△150*418110570268△1,998△123営業利益

120847270△158*4152△126*380122△2,14964当期利益*2

－1,13923749222157364244△6011,576自己資本

3,0002,9802,1132,3751,5504,1598,9881,7987,7163,012受注高

－6,1317,3999,93911,48913,31011,2618,11810,1646,535受注残高
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この資料には、事業戦略・本資料発表時における将来に関する見通しおよび計画に基づく予測が含まれています。
経済情勢の変動等に伴うリスクや不確定要因により、予測が実際の業績と異なる可能性があり、予想の達成、
および将来の業績を保証するものではありません。従いまして、この業績見通しのみに依拠して投資判断を下す
ことはお控えくださいますようお願いいたします。

【お問い合わせ先】
千代田化工建設株式会社
財務企画室 IRグループ

E-Mail : ir@chiyodacorp.com
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